
（仮訳） 

日本国とキルギス共和国との間の 

民主主義国家の連帯及びパートナーシップに関する共同声明 

 

安倍晋三日本国総理大臣は，２０１５年１０月２６日に，アルマズベク・アタムバエ

フ・キルギス共和国大統領の招待により，キルギス共和国を公式訪問した。 

首脳レベルの今次キルギス共和国訪問は，日・キルギス二国間関係の歴史上最

初の訪問となった。 

安倍総理及びアタムバエフ大統領は，温かく友好的な雰囲気で日・キルギス協力

の発展の展望について充実した意見交換を行った。 

両首脳は，外交関係樹立以降２３年間で達成された，二国間協力の主要な分野に

おける成功を高く評価し，２０１３年２月のアタムバエフ大統領の訪日時に署名された

「日本国とキルギス共和国との友好，パートナーシップ及び協力の更なる深化に関す

る共同声明」に沿った両国間の多層的な協力の更なる拡大に向けた用意があること

を確認した。 

安倍総理は, 民主的社会の建設に関するキルギスの努力を高く評価し, 支持を表

明するとともに, キルギス共和国の政治的・経済的発展の支援への協力を継続する

意図を伝えた。 

日本及びキルギス共和国は，日・キルギス関係の水準の引上げに向けた共通の

希求に従い，日本及びキルギス共和国が自由，民主主義，人権，法の支配といった

基本的価値を共有する民主主義国でありパートナーであることを確認した。 

 

Ⅰ 二国間関係 

１ 双方は，２０１３年２月のアタムバエフ大統領の訪日が，日本とキルギスとの間の

活発な政治対話と多層的協力の深化に重要な弾みとなったことを確認した。双方

は，首脳及びハイレベルの定期的な政治対話を維持し，政府間・省庁間連携を

活性化させ，二国間関係の発展に関する喫緊の問題及び双方が関心を示す国

際的・地域的問題について恒常的な意見交換を行う用意を確認した。 

 

２ 双方は，２０１３年２月のアタムバエフ大統領及びジェエンベコフ・キルギス共和国

議会議長率いるキルギス共和国議会代表団の訪日以来の議会間交流の積極的

な進展を高く評価した。 

 

３ 日本側は，民主主義の発展に係るキルギスの努力に対する支持を表明し，２０１

５年１０月４日に実施されたキルギス共和国議会選挙が成功裏かつ民主的に実

施されたことを指摘するとともに，これが今後の安定的かつ持続可能なキルギス

共和国の発展の基礎となることへの期待を表明した。キルギス側は，選挙に際し



 

て本人確認の手続自動化のための機材供与及び日本からの選挙監視団の派遣

に対して深甚なる謝意を表明した。 

 

４ キルギス側は，キルギスの経済社会発展に重要な役割を果たしている政府開発

援助（ＯＤＡ）の枠内で実施された協力に対して深甚なる謝意を表明しつつ，国際

協力機構（ＪＩＣＡ）の建設的な役割を高く評価した。双方は，日本側による草の

根・人間の安全保障無償資金協力及び草の根文化無償資金協力の両枠組みに

おける教育・医療設備提供の意義を指摘した。 

 

５ 双方は，２０１３年２月のアタムバエフ大統領の訪日時に両首脳間で一致した円

借款の再開について満足の意を表した。 

 

６ 双方は，キルギスの発展及び地域の内外との連結強化のために運輸インフラの

整備が重要であることを指摘するとともに，今回の安倍総理のキルギス訪問に際

して行われたオシュ-バトケン-イスファナ間国際幹線道路改善計画（円借款）及

びマナス空港機材整備計画（無償資金協力）に関する書簡の交換を歓迎した。 

 

７ 双方は，日本企業のキルギス進出を促す中小企業製品を活用した無償資金協

力に関する書簡の交換を歓迎した。キルギス側は，キルギスの輸出発展に資す

る乳・乳製品品質検査マスタープランの策定支援のための技術協力に係る日本

側の意向を歓迎した。 

 

８ キルギス側は，イシククリ州の社会・経済発展に大きく貢献した技術協力による

「一村一品」プロジェクトの実施について日本側に謝意を表明した。双方は，キル

ギスの製品及び食品がＪＩＣＡ及び日本企業の協力により日本を始めとする海外

市場へ進出し，成果を収めていることを歓迎し，このプロジェクトの他州への拡大

に向けて協力していくことで一致した。キルギス側は，キルギスに派遣され，幅広

い分野で活動している青年海外協力隊及びシニア海外ボランティアの活動を高く

評価した。 

 

９ 双方は，キルギスのインフラの必要性に応え，質の高い成長を実現するために

は，官民パートナーシップ（ＰＰＰ）等を通じた効果的な資金も動員しつつ，国・地

域の開発戦略との接合性の確保，環境及び社会面への配慮，ライフサイクルコ

ストの低減や高い安全性の確保等につながる質の高いインフラ投資の推進が必

要不可欠であることを確認した。そのため，日本側は，「質の高いインフラパート

ナーシップ」の下で，他国やアジア開発銀行（ＡＤＢ）等の国際機関を始めとする



 

開発パートナーと協働し，開発協力のツールを総動員し支援量を拡大させ，ノウ

ハウの伝授も促進しつつ，質の高いインフラ投資を推進していく意図を確認した。

キルギス側はこうした日本側のイニシアティブを高く評価した。 

 

１０ 双方は，防災分野における協力の重要性を指摘し，二国間及び「中央アジア＋

日本」対話を含む地域協力の枠組みにおいて協力を推進していく意図を表明した。

キルギス側の要請に沿って，双方は，運輸インフラの発展のみならず地域の防

災に資する，主要幹線道路で発生する自然災害への評価，モニタリング，早期通

報及び対処に係る能力の強化に関する技術協力を実施する意向を確認した。 

 

１１ 両国間の友好関係及び相互理解の深化を目的とし，双方は，文化，科学，教育，

保健，観光，スポーツ，情報，イノベーション及び文化遺産保護の分野における

一層の協力を促進する意図を表明した。双方は，両国間の交流拡大が二国間関

係の深化に重要な役割を果たしていることを確認した。双方は，学生交流の重要

性を確認するとともに，科学技術分野を含む青少年交流の拡大への必要な支援

を継続し，学術機関間の協力を促進していく意図を表明した。 

 

１２ キルギス側は，キルギスの人材育成におけるキルギス・日本人材開発センター

の貢献を高く評価した。双方は，同センターが今後の自立化と役割強化に向けて

努力し，同国の市場経済発展及び日本語の知識を有する専門家の増加を促進

するビジネス人材の中核機関となることへの期待を表明した。 

 

１３ キルギス側は，２００６年から日本が実施している人材育成奨学計画（ＪＤＳ）によ

るキルギス若手行政官の育成に対し深い感謝の意を表明し，今後の教育に対す

る関心を強調した。双方は，ＪＤＳに参加した若手行政官が，キルギスの民主化・

市場経済化を促進しつつ，両国間の友好の架け橋となることの重要性を指摘し

た。 

 

１４ キルギス側は，高等専門学校を始めとする日本型工学教育を活用した，高度産

業人材育成に向けた日本の新たなイニシアティブを歓迎した。 

 

１５ 双方は，日本政府により実施されているシルクロード世界遺産推薦ドキュメンテ

ーション支援事業の意義を指摘しつつ，アク・ベシム遺跡が世界文化遺産に登録

されたことを歓迎した。 

 

１６ 双方は，日本とキルギスとの経済界の直接的な接触の発展のための望ましい環



 

境作りのための努力を行う意向を表明した。双方は，日本キルギス投資環境整

備ネットワークを活用し，両国間の貿易・投資の一層の振興を図っていく意図を

確認した。 

 

１７ キルギス側は，両国の貿易投資関係強化のため，日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）

及び一般社団法人ロシアＮＩＳ貿易会（ＲＯＴＯＢＯ）との協力を拡大する意向を表

明した。熱エネルギー供給分野における今後の日本との協力の見通しを指摘し

つつ，キルギス側は，キルギス共和国の燃料エネルギー・コンプレクスの改善に

向けたプロジェクトの実現における，日本新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）との協力の意向を表明した。 

 

Ⅱ 地域協力 

１８ 双方は，「中央アジア＋日本」対話の枠内での協力を強化する用意を表明した。

日本側は，キルギスが議長国を務めた２０１３－２０１４年の期間における，「中央

アジア＋日本」対話の枠内での実践的な協力の開始を高く評価した。双方は，中

央アジアの自立的な地域としての強靭な発展のための地域の課題解決支援の

ための共通の努力の結集に向けた「中央アジア＋日本」対話の理念を共有する。

双方は，２０１４年７月にビシュケクで行われた「中央アジア＋日本」対話・第５回

外相会合において，構成国外務大臣がこの対話を実践的な協力を推進する場と

して積極的に活用していく必要性を表明したことを指摘した。双方は，「農業分野

地域協力ロードマップ」の枠内での協力を進めていくことの重要性を再確認した。

これに関し，キルギス側は農業分野における協力強化を継続する意向を表明し

た。日本側はこの意向を歓迎した。 

双方は，２０１６年にアシガバットで開催される予定の「中央アジア＋日本」対話・

第６回外相会合に向けて必要な作業を加速化させるとの認識で一致した。 

 

１９ 双方は，中央アジア地域の発展にとって他国との連結性の強化及び域内での連

結性の強化が極めて重要であるとの認識で一致した。両首脳は，両国の外務大

臣に対して，「中央アジア＋日本」対話の枠組みにおいて，運輸・物流分野にお

ける地域協力の進め方を検討するよう指示した。 

 

２０ 双方は，水資源の効率的利用の問題が中央アジアの持続的発展にとって極

めて重要であるとの理解を表明した。日本側は，キルギス共和国の社会的・経

済的発展の水準向上に向けた協力を両国間で行っていく意図を表明した。 

 

２１ 双方は，アフガニスタン情勢の展開について協議するとともに，中央アジア並び



 

に世界全体の安定及び安全に潜在的脅威を及ぼすテロ組織の活動について，

定期的に意見交換を行う必要性を指摘した。 

双方は，現在のアフガニスタン情勢を踏まえ，同国の安定が中央アジア及び国

際社会にとって極めて重要となっていることを再確認し，日本とキルギスを含む

中央アジア諸国が麻薬対策・国境管理の分野において協力することが重要であ

るとの認識で一致した。日本側は，国連開発計画（ＵＮＤＰ）及び国連薬物・犯罪

事務所（ＵＮＯＤＣ）を含む国際機関並びに中央アジア地域情報センター（ＣＡＲＩＣ

Ｃ)との連携も含め，必要な協力を継続する用意があることを表明した。双方は，

この関連で，マネーロンダリング及びテロ資金供与に関する情報交換についての

枠組みが設定されたことを歓迎した。 

 

Ⅲ 国際場裡における協力 

２２ 双方は，本年が広島及び長崎への原爆投下から７０年であることを指摘し，「核

兵器のない世界」に向けて核軍縮・不拡散へのプロセスへの積極的な参加の必

要性を再確認した。また，双方は，５核兵器国による中央アジア非核兵器地帯条

約の消極的安全保証に関する議定書への署名を歓迎した。双方は，核兵器の不

拡散に関する条約（ＮＰＴ）を中心に据えた，核軍縮・不拡散，原子力の平和的利

用の分野における今後の更なる協力への関心を表明した。 

 

２３ 安倍総理は，国際的協調主義に基づく「積極的平和主義」の立場から，世界の

平和，安定及び繁栄のためにより一層積極的に行動するとの考え並びに最近採

択された日本の「平和安全法制」について説明した。 

アタムバエフ大統領は，日本国が戦後一貫して平和国家としての道を歩んできた

こと，及び，世界の平和に対する日本の貢献を高く評価した。 

 

２４ 双方は，地域のいかんにかかわらず威嚇，強制又は力による一方的な現状変更

のいかなる試みも否定する。双方は，各国が「法の支配」の原則に基づき行動す

ることが地域の平和及び安定に不可欠であり，共通の利益であるとの認識で一

致した。 

 

２５ 双方は，人間の安全保障の理念に基づいた，開発，気候変動，地球環境，防災

等の差し迫った地球規模の課題の解決のための，取組を継続していくことの重

要性を認識した。日本側は，第３回国連防災世界会議へのキルギスの貢献に謝

意を表明し，キルギス側は，同会議で達成された成果を高く評価した。キルギス

側は，津波への理解を深め，津波対策の重要性について関心を高めることを目

的として，１１月５日を「世界津波の日」とするという日本の提案を支持した。双方



 

は，本年９月に採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」におい

てグローバル・パートナーシップを構築するとともに，本年末の国連気候変動枠

組条約第２１回締約国会議（ＣＯＰ２１）における，全ての国が参加する公平かつ

実効的な新たな国際枠組みの合意に向けて協力することで一致した。 

 

２６ 双方は，多くの喫緊の国際問題に関する立場の一致を指摘しつつ，国連その他

の国際・地域機関の枠内での両国の協力の深化の重要性を強調した。特に，双

方は，平和と安全の維持において主要な役割を担う国連安全保障理事会の改

革について具体的成果を得るために協力する必要性を強調した。日本側は，日

本の国連安保理常任理事国入りに対するキルギスからの支持に感謝を表明し

た。 

 

２７ 双方は，全ての非人道的行為，暴力，残虐な行為及びあらゆる形態のテロ行為

に対して，断固たる非難を表明した。双方は，テロリズム及び暴力的過激主義並

びに麻薬取引等の国際組織犯罪に対する戦いにおける協力を，二国間関係の

みならず多国間の枠組みにおいても発展させる用意があることを確認した。 

 

２８ 双方は，北朝鮮による，ウラン濃縮活動及び弾道ミサイル発射を含む，核・ミサイ

ル開発の継続が，地域及び国際社会に対する脅威であるとの認識を共有した。

双方は，北朝鮮に対し，関連の国連安保理決議の下での義務及び２００５年の

六者会合共同声明の下でのコミットメントを完全に遵守するよう強く求めた。双方

は，北朝鮮に対し，拉致問題の解決を含め，国際社会が懸念を有する人道上の

問題に遅滞なく対応するよう強く求めた。 

 

Ⅳ 結び 

２９ 双方は，安倍総理のキルギス訪問が両国間の一層の友好及びパートナーシップ

の強化並びに多層的かつ互恵的な協力の拡大に向けた重要な出来事となった

ことを表明した。安倍総理は，ビシュケク滞在中に日本側代表団に対して示され

た温かい歓迎とおもてなしに感謝した。 

 

 

２０１５年１０月２６日，ビシュケク  

 

日本国内閣総理大臣           キルギス共和国大統領 

安倍晋三             アルマズベク・アタムバエフ 

           


